
事例１

会社概要

社 名 有限会社アライ看板工芸社【秩父市】

代 表 者 新井 剛一 業 種 屋内外広告看板製作業

従業員数 ５人 Ｕ Ｒ Ｌ https://araikanban.com/

事業内容
・屋内外広告看板製作施工
・大判インクジェット出力機によるプリントサービス
・紙媒体のデザイン制作

沿 革

昭和２３年 新井美術工芸社として創業

昭和３０年 住居併設の工場を設立

平成５０年 工場を現在地に移転

平成 ３年 有限会社アライ看板工芸社設立

平成２８年 「経営革新計画」承認（１回目）

令和 ２年 「経営革新計画」承認（２回目）

本社外観

「経営革新計画」に取り組んだきっかけ

＜当時の課題＞

○屋内外広告看板製作施工、大判インクジェット出力機によるプリントサービス、紙媒体のデ

ザイン制作は、市場自体の縮小に加え、競合他社との低価格化競争が進み苦戦傾向で

あった。

＜解決への道筋＞

○カーラッピング等のオリジナルブランドを展開する（株）宏有様からアニメグッズなどの加工

の打診があり、これを大きなビジネスチャンスと捉えた。

○既存の看板製作及び印刷技術を活かしたアニメ関連グッズを製作するために設備投資を

計画した。



「経営革新計画」のテーマと概要

テ ー マ ＵＶ印刷技術およびレーザー加工技術の導入によるアニメ関連市場への参入

計画期間 平成２７年９月～平成３０年８月（３年計画） 【平成２８年４月承認】

・ＵＶ印刷技術等の導入により、高品質なアニメ関連グッズを

製作・販売。

・アニメ関連商品の販売が売上向上に寄与し、計画当初の２倍の

売上を実現。

・デザインの内製化を図り、自社ブランド「@ＳＩＧＮ」を展開。

デザイン力強化

ＵＶ印刷技術導入 レーザー加工機導入

新技術導入・競争力強化他業種との連携

新製品 アニメ関連市場への参入

オリジナルブランドを
展開する企業と連携

販売チャネル構築

business



「経営革新計画」の実践

１ ＵＶ印刷技術の導入

○ＵＶ印刷技術の導入により、印刷品質が向上するとともに、量産対応力が強化された。ま

た、様々な媒体に直接印刷することが可能となったため、グッズ製作時に版（型）の製作が

不要となり、多品種少量生産能力が飛躍的に向上した。

２ レーザー加工技術の導入

○印刷品質の向上のためには、商品を印刷機に固定する治具が必要であるが、治具の製

作はコストがかさむものであった。しかし、最新式のレーザー加工機の導入により、治具製

作の内製化が可能となった。

３ デザイン力の強化

○イラストデザイン専門のデザイナーを１名採用したことにより、「描き起こし絵」を用いたグッ

ズ製作がスピーディーに展開できるようになり、アニメ関連商品の売上が急激に伸びていっ

た。

製品サンプル 作画デザイン 印刷オペレーター

「経営革新計画」の成果

○既存市場が成熟状態にある中、新規事業のアニメ関連商品の販売が売上向上に寄与し、

経営革新計画取組前と比較して、約２倍の売上を実現した。

○デザイン力を強化したことにより、自社ブランド「@SIGN」の展開に至った。また、既存事業

である看板製作のデザイン力強化にもつながった。

○アニメ関連グッズの製作により、アニメ好きな若い職員が増えた。

○設備導入とデザイン力強化により、秩父市地産の木製表札や弁当パッケージ等、新商品

の開発が次々と進んだ。



成功の秘訣

○アニメ業界とのネットワークがある（株）宏有様と連携したことで、スムーズにアニメ関連分

野への進出を果たすことができた。

○（株）宏有様とタイアップしたグッズ開発に際し、技術・生産面の課題を明確にして、共同で

課題解決に取り組んだ。

○アニメ製作会社の許諾（試作品のデザインを製作会社に送り、出来栄えをチェックするこ

と）が最大の難関であったが、そこをクリアできるデザイン力を身につけた。

○秩父商工会議所の指導により、平成２７年度ものづくり補助金に採択され、高額な設備投

資に補助金を活用することができた。

「経営革新計画」に取り組んでよかったこと

○事業計画を練る中で、会社の経営状況や課題が明確になった。

○新たな人材を雇用する事ができ、社内の雰囲気が明るくなった。

○ものづくりに挑戦することへの意欲が高まった。

これから「経営革新計画」に取り組む皆様へメッセージ

経営革新計画は、新規事業による会社の成長だけではなく、自社の経営状況が具現化す

ることで弱点や強みが明確になります。

また、既存事業にも良い刺激となり相乗効果が期待できます。会社の未来を明るくするた

め、新たな価値が創造できる絶好のチャンスですので、是非チャレンジしてみてください。

新井社長 従業員の皆様


